
特別養護老人ホーム 風の家

令和6年度 福岡県ノーリフティングケア普及促進事業 実践報告

・スタッフの求人（HP更新
ノーリフティングケアをPR）

・組織図再編成（副主任・
リンクスタッフの再選出）

・入浴環境の課題 取り組み
（特殊浴槽・ミスト浴導入に向
 けて）
・介護ソフトの変更・ロボット導入

令和令和令和令和６年度 経過及び取り組み経過及び取り組み経過及び取り組み経過及び取り組み

・令和5年〜６年（前期）に介護職・副
主任の変更（離職）あり

・ノーリフティングケアの取り組みが停
滞傾向に

・月1回の勉強会は継続するも参加者減
少

・リスクマネジメント・腰痛予防に対す
る取り組みや意識低下がみられた

ノーリフティング委員ノーリフティング委員ノーリフティング委員ノーリフティング委員 再編成再編成再編成再編成

指導者育成！

技術向上を図る！

取り組みの継続！

地域連絡協議会での実技講習技術教育

実技勉強会

・地域連絡協議会への参加（新教育係2
名）

・施設へ持ち帰り月一回のノーリフティン
グ勉強会にて副主任へ指導

・副主任の技術試験を実施
リンクスタッフ・現場スタッフの試験も
継続して行っていく。

・ユニットから用具の選定や手技について
相談を受け教育係を中心に指導・助言を
行う



腰痛の現状

常に痛い、又はよ
く痛みがある
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令和5年度 令和6年度

((((介護・看護対象）

・腰痛重度者、少しずつ減少・腰痛重度者、少しずつ減少・腰痛重度者、少しずつ減少・腰痛重度者、少しずつ減少

・働きやすくなった。身体への負担が減ったとスタッフの声多くあり・働きやすくなった。身体への負担が減ったとスタッフの声多くあり・働きやすくなった。身体への負担が減ったとスタッフの声多くあり・働きやすくなった。身体への負担が減ったとスタッフの声多くあり

健康管理 対策

身体の使い方・福
祉用具・環境など
低減策の立案

ブロック全体で取
り組む（スタッフ
一人の問題としな
い）

ブロックでの評価
月１回の会議報告

問題点の洗い出
し・改善案の作成
施設全体で情報共
有

腰痛予防対策チェックリスト

・年２回の腰痛調査（嘱託医→重度者の出る）

・副主任面談 チェックリストを用いてリス
クの見積もりを実施・把握

福祉用具の充実

・令和２年度取組当初
スライディングボードスライディングボードスライディングボードスライディングボード １８枚１８枚１８枚１８枚

スライディングシートスライディングシートスライディングシートスライディングシート １８枚１８枚１８枚１８枚

入浴用リフト入浴用リフト入浴用リフト入浴用リフト ８台８台８台８台

床走行式リフト床走行式リフト床走行式リフト床走行式リフト ８台８台８台８台

スリングシートスリングシートスリングシートスリングシート ８枚８枚８枚８枚

・令和６年度 ５年後
スライディングボードスライディングボードスライディングボードスライディングボード ２１枚２１枚２１枚２１枚

スライディングシートスライディングシートスライディングシートスライディングシート ２２枚２２枚２２枚２２枚

入浴用リフト入浴用リフト入浴用リフト入浴用リフト ８台８台８台８台

床走行式リフト床走行式リフト床走行式リフト床走行式リフト ８台８台８台８台

スカイリフトスカイリフトスカイリフトスカイリフト ９台９台９台９台

スリングシートスリングシートスリングシートスリングシート １７枚１７枚１７枚１７枚

グローブグローブグローブグローブ 全介護職員全介護職員全介護職員全介護職員

●福祉用具が増える事によって利用者一人ひとり細かい対応が可能になり
職員の腰痛者も減少した

●利用者にあった福祉用具の選定が容易になった

現状・課題
環境改善 入浴環境の変更での効果

・家庭用のユニットバス使用家庭用のユニットバス使用家庭用のユニットバス使用家庭用のユニットバス使用
                入浴時の中腰姿勢による腰痛への負担入浴時の中腰姿勢による腰痛への負担入浴時の中腰姿勢による腰痛への負担入浴時の中腰姿勢による腰痛への負担
・腰痛アンケートでも・腰痛アンケートでも・腰痛アンケートでも・腰痛アンケートでも入浴介助時の意見多数入浴介助時の意見多数入浴介助時の意見多数入浴介助時の意見多数
・ご利用者の身体状況によってはシャワー浴・ご利用者の身体状況によってはシャワー浴・ご利用者の身体状況によってはシャワー浴・ご利用者の身体状況によってはシャワー浴
    になっているになっているになっているになっている

・・・・腰痛予防対策として特殊浴・ミスト浴の導腰痛予防対策として特殊浴・ミスト浴の導腰痛予防対策として特殊浴・ミスト浴の導腰痛予防対策として特殊浴・ミスト浴の導

入（入（入（入（R6R6R6R6年３月中に導入）年３月中に導入）年３月中に導入）年３月中に導入）

・ご利用者・ご利用者・ご利用者・ご利用者 安楽な体位での入浴安楽な体位での入浴安楽な体位での入浴安楽な体位での入浴

・介助時の中腰姿勢の改善・介助時の中腰姿勢の改善・介助時の中腰姿勢の改善・介助時の中腰姿勢の改善 腰痛予防腰痛予防腰痛予防腰痛予防 入浴入浴入浴入浴
時の抱え上げ状況の改善時の抱え上げ状況の改善時の抱え上げ状況の改善時の抱え上げ状況の改善

期待される効果



ホームページにノーリフ

ティングケアの取組を

紹介

写真を使ってノーリ

フティングケアを

可視化

こんな感じでやってます

職員採用問い合わせで

ホームページで

ノーリフティングケアの取組を

見ました・・・の声が多数あり

・介護ソフトの変更
インカム導入・スマホ・タブレット使用にて
記録時間の削減 ご利用者のケアへの時間
確保へ（R６年２月運用開始予定）

・aams導入（全床）
ご利用者の状態変化の早期発見
行動の把握（転倒事故防止）
夜間巡視・コール・センサー（体動）による
頻回な訪室など、スタッフの身体的・精神的
負担軽減を図る（R5年12月導入）

情報処理処理処理処理

介護の生産性及び質の向上のために

ノーリフティングケア導入の効果

・腰痛の軽減 身体的負担の軽減
・重度の利用者の方でも離床する頻

度が増えた。

・介助時の姿勢を意識するように
なった。

・居室や浴室などケアにあわせて環
境整備を行うようになれた。

・高齢になっても働く希望が持てた

採用面接での変化現場の声

採用面接時の志望動機が
『ノーリフティングケア』の取り
組みを行っているからと聞かれる
ようになった。
（職員採用へと繋がっている）

・世代を問わず『ノーリフティン
グケア』の認知度も上がっている
と感じる。

ノーリフティングケア

継続のために

施設内の情報共有

（ヒヤリハットの活用）

地域連絡協議会での

情報収集

指導者育成

（職員の技術向上）

今後の課題


